後期研修プログラム　泌尿器科コース

１．コースの概要

　　２年間の新臨床初期研修プログラム修了者で、泌尿器科専門医を目指す後期研修を行う。１～３年間の臨床研修期間において泌尿器科分野の幅広い臨床的知識、手術手技の習得を目指す。

２．取得資格

　　日本泌尿器科学会専門医

３．研修期間

　　１～３年間

４．取得手技

　泌尿器科検査一般

泌尿器科外来診療

泌尿器科手術一般

５．診療科の指導体制

　　診療科医師数　常勤　３名　後期研修医　１名

６．診療科の実績と経験目標症例数　
	主要疾患
	入院数（年間）
	経験目標数（１年間）

	副腎・後腹膜腫瘍
	３
	３

	胃癌・
	６３
	３５

	前立腺癌
	２２３
	３３７

	膀胱癌
	１０７
	７２

	前立腺肥大症
	１７６
	４２

	精巣腫瘍
	２
	２

	ソケイヘルニア
	３７
	３７

	陰のう水腫
	７
	７

	小児包茎
	３
	３

	尿路感染症
	４０
	２０

	　手技
	件数（年間）
	経験目標数（１年間）

	根治的胃摘除術
	２１
	１０

	腎盂尿管摘除術
	１４
	５

	根治的前立腺摘除術
	７１
	５

	前立腺生検
	２６６
	２００

	根治的膀胱摘除術
	１４
	５

	ＴＣＲ－ＢＴ
	５８
	１０

	ＴＣＲ－Ｐ
	３１
	１０

	ソケイヘルニア
	３７
	２０

	陰のう水腫
	７
	５


７．関連領域の研修に関して

　施設外との交流研修：個々面談の上、病院長が決定

８．その他

　・月に１～２回の外科系としての当直がある。

　・外来診療は１週に１回担当する。（午前）

　・毎日の処置外来は午後（火・木）に行う。

